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巻
頭
の
辞

平
成

A十
四
午
＝
月
三
十

A
U
、
山
下
現
弘
先
生
が
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を
、

台
本
健

一
先
生
が
同
同
等
司
法
附
究
科
を
、

そ
れ
ぞ
れ
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
両
先
牛
の
業
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、

お
ふ
た
り
に
対
す
る
私
た
ち
の
感
謝
と
惜
別
の
思
い
を
込
め
て
、

こ
こ
に
「
阪
大
法
学
」
特
集
号
を
刊
行
し
、

両
先
生
じ
径
げ
ま
す
。

山
h
l
民
弘
先
生
は
、
昭
和
山
十
六
年
一
一
月
関
西
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
、

同
年
川
月
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
私
法
学
専
攻

修
士
課
秤
に
入
学
、
昭
和
五
十
一
年
＝
一
月
に
同
博
J
諒
程
を
単
除
以
得
退
学
さ
れ
ま
し
た
c

同
年
五
月
島
恨
大
学
文
担
宇
部
講
師
に
採

用
さ
れ
、

山
和
主
十
三
年
六
月
同
大
学
法
文
学
部
詰
師
、
昭
和
寸
十
四
年
四
月
同
助
教
授
、
叱
和
六
十
二
年
十
月
同
教
授
に
昇
任
さ
れ

た
後
、
す
命
館
人
学
法
学
部
教
授
を
経
て
、
平
成
十
六
年
凶
月
、
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
教
授
と
し
て
着
仔
さ
れ
ま
し
たり

平
成
十

年
九
月
に
は
関
西
大
学
よ
り
博
よ
（
法
持
J
）

の
品
J

忙
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
十
先
生
は
、
教
A
E
E
で
は
講
義
方
法
に
で
ト
レ
〈
を
説
ら
し
、
学
生
に
講
義
へ
の
関
心
を
も
た
せ
る
た
め
、
現
実
に
牛
じ
て
い
る
裁
判

例
を
多
く
紹
介
し
な
が
ら
社
会
の
現
状
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
τ

ゼ
ミ
で
も
毎
回
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ、

多
く
の
ゼ
ミ
出
一
者
が
法
曹
界
に
進
出
し
て
い
ま
す
υ

研
究
函
で
は
、
会
社
法
と
手
形
法

Jr中
心
に
、
幅
広
い
業
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
企
業
再
編
の
分
野
が
ご
車
門
で
、
事
業
一
議
波
に
関
す
る
お
仕
事
は
、
学
界
で
も
先
駆
的
研
究
と
し
て
位
世
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
り

ま
た
、
わ
が
凶
で
は
数
少
な
い
同
際
干
形
法
条
約
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
‘
将
済
法
、

税
法
、
労
働
法
な
ど
、
隣
接
法
分
野
と
会
社

法
の
閣
速
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

学
州
行
政
に
お
い
て
は
、

法
人
化
後
の
大
阪
大
苧
に
お
け
る
教
職
員
の
職
務
の
独
守
性
・

公
止
性
保
持
の
た
め
に
新
た
に
設
置
さ
れ



た
利
益
相
反
委
員
会
の
初
代
委
員
と
し
て
、
委
員
会
の
定
着
に
尽
刈
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
に
値
し
ま
す
片
J

外
の
活
動
と
し
て
は
、
大

阪
府
労
働
委
員
会
の
公
訴
委
員
と
し
て
、
平
成
十
八
年
月
か
ら
同

一
十
二
午
二
月
ま
で
労
働
案
件
の
処
現
に
従
ギ
き
れ
ま
し
た
そ

の
聞
に
大
阪
府
職
員
の
研
修
会
講
怖
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
ヤ
成
七
年
以
降
現
在
ま
で
、

U
U
本
税
理
上
合
連
合
会
の
研
修
講
師
を
務
め

て
お
ら
れ
ま
すの

ま
た
、
平
成
十
四
年
六
月
か
ら
現
住
ま
で
信
託
法
学
会
理
事
を
務
め
て
お
ら
れ
、
本
学
で
学
会
を
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
平
成
十
同
年
十
月
か
ら
長
く
刊
本
私
法
子
会
理
事
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
一
十
＝
－午
七
月
二
十
六
白
に
は
弁
護
上

登
録
を
し
、
介
護
上
と
し
て
祈
勤
し
て
お
ら
れ
ま
す
υ

古
本
健
一
先
生
は
、
昭
和
山
十
七
年
士
月
大
阪
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
、

同
年
川
月
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入

学
さ
れ
ま
し
た
の
昭
和
問
十
九
年
三
月
の
課
程
修
了
と
と
も
に
和
歌
山
ト
八
学
町
村
凶
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
天
十
今
年
四
月
同
誌

帥
、
町
和
五
十
四
年
同
月
同
助
教
授
に
昇
佐
さ
れ
た
後
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
大
阪
大
学
法
学
部
助
教
授
へ
配
置
換
え
と
な
り
、
平

成
六
年
四
月
に
は
同
教
授
に
昇
仔
さ
れ

ヰ
成
十
一
年
川
月
、

大
学
院
豆
点
化
に
伴
い
大
学
陀
法
学
併
究
科
教
授
へ

と
配
置
換
え
に
な

り
ま
し
た
こ
平
成
十
六
年
川
月
、
大
学
院
ハ
同
等
司
法
研
究
科
設
置
に
伴
い
、

同
研
究
科
に
配
置
換
、え
に
な
る
と
と
も
に
初
代
の
緋
究
科

長
に
就
科
さ
れ
、

二
年
の
問
、
岡
難
な
状
似
の
な
か
で
研
究
科
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ

V
成
十
九
年
六
月
に
は
大
版
大
学
よ
り

↑専
土

法
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
り

こ
の
問
、
先
生
は
、
教
育
と
研
究
、
さ
ら
に
学
内
釘
政
に
顕
著
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
教
背
面
で
は
、
会
社
法
お
よ

び
商
法
全
般
に
つ
い
て
‘
品
J

部
お
よ
び
大
学
獲
の
川
市
J

生
じ
対
し
授
業
等
を
通
じ
て
幅
広
く
指
導
を
行
、
っ
と
と
も
じ
、
そ
の
教
育
紅
験
を

踏
ま
え
、
す
ぐ
れ
ど
教
科
書
を
数
多
く
出
版
し
‘
広
く
全
同
の
学
生
の
勉
学
に
供
し
て
と
ら
れ
ま
し
と
い
研
究
函
で
は
、
会
社
法
を
中

心
に
、
多
大
な
装
績
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
と
り
わ
け
会
朴
法
上
の
新
株
発
行
規
制
に
関
す
る
お
仕
事
は
雨
明
要
で
あ
り
、
先
生
は
こ



の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
っ
さ
ら
に
、
先
生
は
、
剰
余
金
配
当
、
自
己
株
式
取
作
、
敵
対
的
買
収
、
組
織

再
編
、
取
締
役
会
の
怯
限
な
ど
、
会
祈
法
上
の
あ
ら
ゆ
る
テ

I
マ
に
閲
す
る
研
究
に
取
り
制
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
＝
先
牛
の
著
書

・
論

士
は
い
ず
れ
も
頻
繁
に
引
用
き
れ
る
F

一
の
分
野
の
必
読
文
献
で
あ
り
、

わ
が
国
の
学
界
や
実
務
に
大
き
な
杉
山
鞘い
を
与
え
て
い
ま
す
り

学
内
行
政
の
闘
で
は
、
平
成
九
年
八
月
か
ら
二
年
同
大
阪
大
学
評
議
員
を
、
平
成
十
七
年
団
月
か
ら
二
年
同
大
阪
大
学
法
務
室
長
を

務
め
ら
れ
た
ほ
か
‘
多
く
の
品J
内
委
員
投
ぴ
部
内
委
員
を
歴
江
川
さ
れ
ま
し
と
い
品
J

外
で
は
、

Y
成
六
年
十
月
か
ら
凶
年
に
わ
た
っ
て
日

本
海
法
学
会
剤
事
、

Iγ
成
七
年
十
月
か
ら
二
年
間
円
本
私
法
学
会
理
事
を
務
め
ら
九
、

さ
ら
げ
し
平
成
八
年
十
一
月
か
ら
二
年
間
に
わ

た
っ
て
、
大
蔵
省
公
認
会
計
士
第

次
試
験
委
員
戸
ぃ
防
法

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
p
v

平
成
十

年
度

・
十
三
年
度
に
は
大
阪
商
T
L

会
議

一
州
経
済
法
制
委
員
会
劃
委
員
長
を
、

γ
成
十
四
午
段
以
降
は
同
企
業
法
制
委
民
会
副
委
員
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
c

こ
の
よ
、
つ
に
、

山
下
先
生
な
ら
び
に
古
本
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
り
ん
阪
大
学
に
お
い
て
教
育

・
附
究
・
学
内
行
政
、
き
ら
に
は
社

会
貢
献
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

両
先
生
に
対

L
、
あ
ら
た
め
て
深
い
敬
意
と
感
謝
を
棒
、
7
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
私
た
ち
に
刻
し
て
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
巻
頭
の
言
葉
と
し
ま
寸
‘

十
成
二
十
周
年
十
A

月

ト
八
阪
大
内
了
大
山
了
院
法
学
附
究
科
長

11-

中

;CLι 
t同

大
阪
太
子
大
局
J

院
高
等
叫
法
併
究
科
長

少と
n 

口

勢
津
ト
ド人


